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１ 計算問題(正負の数・文字式・平方根・方程式)、二次関数、確率、作図 

〔問１〕 ６＋４×(－
２

１
)＝６－２＝４４４４  

〔問２〕 ８a＋b －(a－７b )＝８a＋b －a＋７b ＝７ａ＋８ｂ７ａ＋８ｂ７ａ＋８ｂ７ａ＋８ｂ  

〔問３〕 ( ５＋ ３)( ５－ ３)＝( ５) 2 －( ３) 2 ＝５－３＝２２２２ 

〔問４〕 ９ x＋２＝８( x＋１) ⇒ ９ x＋２＝８ x＋８ ⇒ ９ x－８ x＝８－２ ⇒ x＝６６６６  

〔問５〕 ３ x＋ y ＝４ ……… ① ⇒ (×２)  ６ x＋２ y ＝８ …… ③ 

６ x＋５ y ＝－７ … ②        ６ x＋５ y ＝－７ … ② 

③－②をすると、－３ y ＝１５ ⇒ y ＝－５ これを①に代入すると 

３ x＋(－５)＝４ ⇒ x＝３ したがって、ｘ＝３，ｙ＝－５ｘ＝３，ｙ＝－５ｘ＝３，ｙ＝－５ｘ＝３，ｙ＝－５ 

〔問６〕 x 2 －８ x－９＝０ ⇒ ( x＋１)( x－９)＝０ ⇒ x＝－１，９－１，９－１，９－１，９  

〔問７〕 xの増加量は６、 y の増加量は
３

１
×９ 2 －

３

１
×３ 2 ＝２４だから、変化の割合は

６

２４
＝４４４４  

〔問８〕 １個ずつ玉を取り出して並べても同じことに注意する。 

全ての玉の取り出し方は６×５＝３０通り、そのうち赤

玉と白玉が１個ずつ取り出されるのは、赤→白または白

→赤のときである。 

① 赤→白の場合は、２(赤)×４(白)＝８通り 

② 白→赤の場合は、４(白)×２(赤)＝８通り 

⇒ ①＋②＝１６通りある。 

   したがって、赤玉と白玉が１個ずつである確率は 

３０

１６
＝
１５１５１５１５

８８８８
 

〔問９〕 ∠Ｂの二等分線を作図し、辺ＡＣとの交点をＰＰＰＰとおけば

よい。(右図参照) 

 

２ 文字と式 

〔問１〕 ［Ｓさんが作った問題］の題意より、Ｐは９の倍数だから、その個数は、１８，２７，

３６，４５，５４，６３，７２，８１，９０，９９の１０１０１０１０個個個個である。 

〔問２〕 (証明) 

Ｐを、aとb を用いて表すとＰ＝１０ａ＋ｂＰ＝１０ａ＋ｂＰ＝１０ａ＋ｂＰ＝１０ａ＋ｂ、m とnを用いて表すとＰ＝９ｍ＋ｎＰ＝９ｍ＋ｎＰ＝９ｍ＋ｎＰ＝９ｍ＋ｎ、 

これらより、１０ａ＋ｂ＝９ｍ＋ｎ１０ａ＋ｂ＝９ｍ＋ｎ１０ａ＋ｂ＝９ｍ＋ｎ１０ａ＋ｂ＝９ｍ＋ｎ 

よって、      ｂ＝９ｍ＋ｎ－１０ａｂ＝９ｍ＋ｎ－１０ａｂ＝９ｍ＋ｎ－１０ａｂ＝９ｍ＋ｎ－１０ａ ……… ①  

また、Ｑをaとb を用いて表すと、 

          Ｑ＝Ｑ＝Ｑ＝Ｑ＝ａ＋ｂａ＋ｂａ＋ｂａ＋ｂ …………………… ②  

①を②に代入すると、Ｑ＝ａ＋Ｑ＝ａ＋Ｑ＝ａ＋Ｑ＝ａ＋((((９ｍ＋ｎ－１０ａ９ｍ＋ｎ－１０ａ９ｍ＋ｎ－１０ａ９ｍ＋ｎ－１０ａ))))＝９m －９a＋n  

           ＝９＝９＝９＝９((((ｍ－ａｍ－ａｍ－ａｍ－ａ))))＋ｎ＋ｎ＋ｎ＋ｎ    

m －aは整数だから９９９９((((ｍ－ａｍ－ａｍ－ａｍ－ａ))))は９の倍数は９の倍数は９の倍数は９の倍数になる。よって、Ｑを９で割ったときの余りＱを９で割ったときの余りＱを９で割ったときの余りＱを９で割ったときの余り

はｎはｎはｎはｎである。  ■ 

(作成者注：重要な箇所は太字太字太字太字で書いています) 

Ａ 

Ｃ 

ＰＰＰＰ    

Ｂ 
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３ 一次関数 

 (問題を解く前に) 点Ｐの座標は( x，１２－ x )、直線m の式は y ＝a x－４である。 

〔問１〕 Ｐの x座標が２より、Ｐの座標は(２，１０)である。これを直線m の式に代入すると 

   １０＝２a－４ ⇒ a＝７  

したがって、直線m の式はｙ＝７ｘ－ｙ＝７ｘ－ｙ＝７ｘ－ｙ＝７ｘ－４４４４  

〔問２〕 線分ＡＰが x軸により２等分されるのは点Ａの y 座標が４のときである。 

このとき、点Ｐの座標は(８，４)である。したがって、ＢＰ：ＰＣ＝８：４＝２：１２：１２：１２：１  

〔問３〕 点Ｐの座標を( t，１２－ t )とする。Ａ(０，－４)、

Ｃ(１２，０)より、直線ＡＣの式は y ＝
３

１ x－４、

これより点Ｑ座標は( t，
３

１ t－４)となる。 

△ＣＰＱの底辺はＰＱでその長さは 

(１２－ t )－(
３

１ t－４)＝－
３

４ t＋１６となる。 

また、辺ＰＱと x軸の交点をＨとおくと△ＣＰＱ

の高さはＨＣでその長さは(１２－ t )となる。 

よって、△ＣＰＱの面積は 

２

１
(－

３

４ t＋１６)(１２－ t )＝６  

⇒ (－
３

４ t＋１６)(１２－ t )＝１２ 

⇒ 
３

４ t 2 －３２ t＋１９２＝１２ ⇒ t 2 －２４ t＋１３５＝０ ⇒ t＝９，１５ 

０＜ t＜１２より、 t＝９ したがって、点Ｐの座標は((((９，３９，３９，３９，３)))) 

 

４ 円 

(問題を解く前に) 円周角の定理より∠ＡＣＢ＝９０°、 

∠ＣＡＢ＝∠ＣＢＡ＝４５°である。 

〔問１〕 外角の定理より、４５°＋∠ＡＣＰ＝a° 

したがって、∠ＡＣＰ＝ａ－４５ａ－４５ａ－４５ａ－４５((((°°°°)))) 

〔問２〕  

① △ＡＰＣと△ＱＰＢにおいて△ＡＰＣと△ＱＰＢにおいて△ＡＰＣと△ＱＰＢにおいて△ＡＰＣと△ＱＰＢにおいて 

対頂角対頂角対頂角対頂角は等しいから、∠ＡＰＣ＝∠ＱＰＢ∠ＡＰＣ＝∠ＱＰＢ∠ＡＰＣ＝∠ＱＰＢ∠ＡＰＣ＝∠ＱＰＢ 

ＡＱに対する円周角は等しいＡＱに対する円周角は等しいＡＱに対する円周角は等しいＡＱに対する円周角は等しいから∠ＡＣＰ＝∠ＱＢＰ∠ＡＣＰ＝∠ＱＢＰ∠ＡＣＰ＝∠ＱＢＰ∠ＡＣＰ＝∠ＱＢＰ 

(1)(2)より、２組の角がそれぞれ等しい２組の角がそれぞれ等しい２組の角がそれぞれ等しい２組の角がそれぞれ等しいから 

△ＡＰＣ∽△ＱＰＢ△ＡＰＣ∽△ＱＰＢ△ＡＰＣ∽△ＱＰＢ△ＡＰＣ∽△ＱＰＢ 

② ＡＯ＝１０㎝、ＡＰ＝１５㎝より、 

ＯＣ＝１０㎝、ＯＰ＝５㎝、ＰＢ＝５㎝である。 

また、∠ＣＯＰ＝９０°であることがわかる。 

Ｃ 

Ａ Ｂ 
Ｐ 

Ｑ 

a ° 45° 
Ｏ 

Ｂ 

Ａ 

Ｃ 

Ｐ( t ，12－ t ) 

Ｑ( t ，
３

１ t －4) 

Ｏ 

l  

m  

10 

5 

y  

x  Ｈ 
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これらより、△ＣＰＢ＝５㎝×１０㎝÷２＝２５㎠である。 

ここで、三平方の定理より、ＰＣ＝ ２２

＋５１０ ＝５ ５㎝、 

また、△ＡＰＣ∽△ＱＰＢより 

ＰＣ：ＰＢ＝５ ５：５＝ ５：１ 

よって、△ＡＰＣと△ＱＰＢの相似比は ５：１ 

△ＡＰＣと△ＱＰＢの面積比は５：１となる。 

△ＡＰＣ＝１５㎝×１０㎝÷２＝７５㎠より 

△ＱＰＢ＝７５㎠÷５＝１５㎠である。 

したがって、 

△ＣＱＢ＝△ＣＰＢ＋△ＱＰＢ 

＝２５㎠＋１５㎠ 

＝４０４０４０４０㎠㎠㎠㎠である。 

 

５ 空間図形 

〔問１〕 下の図の通り。展開図の全ての頂点を書き込むと考えやすい。 

 

〔問２〕 (問題を解く前に) ＡＭ＝ＭＤ＝３㎝、ＡＰ＝４㎝、ＰＢ＝２㎝、立体Ｍ－ＣＰＱＦは

底面ＣＰＱＦが長方形の四角錐である。 

 

Ａ 

Ｄ Ｅ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｆ 

Ｐ 

ＱＱＱＱ    

Ｃ Ｃ 

Ｆ Ｆ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｐ 

Ｑ 

Ｍ 

Ａ Ｂ 

Ｑ 

Ｐ Ｏ 

Ｃ 

10 ㎝ 5 ㎝ 5 ㎝ 

10 ㎝ 
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頂点Ｃから辺ＡＢに垂線を下ろし、その交点をＨとする。△ＣＨＢは∠ＣＢＨ＝６０°

の直角三角形でＣＢ＝６㎝だから、 

三平方の定理より、ＣＨ＝３ ３㎝、 

また、ＨＰ＝１㎝だから、 

ＣＰ＝ ２２＋１）３（３ ＝２ ７㎝である。 

これより、長方形ＣＰＱＦの面積(立体Ｍ－ＣＰＱ

Ｆの底面積)は２ ７㎝×６㎝＝１２ ７㎠である。 

また、立体Ｍ－ＣＰＱＦの高さは、△ＡＰＣの頂点

Ａから辺ＰＣまでの距離に等しい。 

頂点Ａから辺ＰＣに垂線を下ろし、その交点をＪと

する。△ＡＪＰと△ＣＨＰはともに直角三角形で∠ＡＰＪ＝∠ＣＰＨ(共通の角)だから

△ＡＪＰ∽△ＣＨＰとなる。 

よって、ＡＰ：ＣＰ＝ＡＪ：ＣＨが成り立つ。 

この式に各値を代入すると 

４：２ ７＝ＡＪ：３ ３  

これより、ＡＪ＝
７

２１６
㎝となる。 

したがって、立体Ｍ－ＣＰＱＦの体積は 

３

１
×１２ ７×

７

２１６
＝ ３３３３２４２４２４２４ ((((㎤㎤㎤㎤))))である。 

 

 

 

************************************************************************************** 

 

東京都立高等学校の共通問題は、昨年同様比較的考えやすい問題が多く、傾向も昨年とさほど

変わっていませんでした。二次方程式も、解の公式を覚えていないと解くのが難しい千葉県に比

べ、東京都では今年も因数分解で解ける問題が出題されました。ただ、自校作成の数学の問題は

結構難しいようです。 

この解説は絶対ではなく、批判屋管理人 ALADDIN が一番分かりやすいと思った方法です。この

解答・解説について何かお気づきの点がございましたら、批判屋までご連絡ください。 

 なお、この解説は批判屋管理人 ALADDIN のオリジナルであり、他の著作権を侵害するものでは

ないことを、ここに明記しておきます。 

2012 年 3 月 3 日 批判屋管理人 ALADDIN(アラジン) 
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